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【背景・目的】ダイヤモンド中窒素空孔中心(NV中心)は、優れたコヒーレンス特性を有すること

から、量子センサや量子情報素子への応用が期待されている。NV 中心のコヒーレントダイナミク

スやデコヒーレンス特性は、NV 電子スピンと周囲の核スピンとの相互作用に大きく依存する。近

年、最近接の窒素核スピンとの相互作用によって、スピンエコー信号に変調のかかることが報告

されているが[1,2]、核スピンの異なる窒素同位体(15N, 14N)がコヒーレンスに与える影響は解明し

きれていない。そこで本研究では、15N および 14N に同位体制御された NV 中心集合体を生成し、
15N と 14N がコヒーレンスに与える影響を調べたので報告する。 

【実験方法】サンプルは集束イオンビーム装置を用いて溝加工を施した(001)ダイヤモンド基板に、

窒素ドープ CVD 法で厚さ 500 nm のダイヤモンド薄膜を成長し作製した。成長の際、13C 核スピ

ンを排除するために、[12C]=99.9%に同位体制御を行なった。ドープする窒素を[15N]=99.9%に同位

体制御を行い作製した 15N サンプルと同位体自然比([14N]=99.6%,[15N]=0.4%)のまま成長を行い作

製した 14Nサンプルに対して、発光および光検出磁気共鳴(ODMR)測定を行なった。 

【実験結果】測定は全て幅 20 μm、深さ 1.5 μm の溝内に生成した NV中心について行った。図 1

に、代表的な発光マッピング像と ODMR スペクトルを示す。発光測定から、15N・14N サンプルに

おける NV中心密度や配向はほぼ変わらないことが分かった。また ODMRスペクトルには、それ

ぞれの核スピンを反映した超微細構造分裂が観測され、窒素の同位体制御がなされていることが

確認された。一方スピンエコー信号（図 2）には、超微細構造分裂に対応した数 MHzオーダーの

早い振動構造が観測された他に、15N サンプルにおいてのみ核スピンのゼーマン分裂を反映した

遅い振動構造が観測された。またコヒーレンス時間 T2に大きな差がないことから、T2に対する窒

素同位体の影響はほとんどないことが分かった。当日は、これらの挙動の違いについて、詳しく

考察する。 

本研究の一部は，科研費（15H05868, 26220602, 50392684, 50342746)および先端光量子科学アラ
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図 1. 発光マッピング像(上)と ODMRスペクトル(下) 
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図 2. スピンエコー信号 

 (a) 15Nサンプル (b) 14Nサンプル 
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